


世世界界展展開開力力強強化化事事業業パパイイロロッットトププロロググララムム参参加加者者名名簿簿  

Ｎｏ． 氏名 学部 学科 学年 

1 宮木耀平 工学部 電気電子通信 ４年生 

2 伊澤 璃矩 環境学部 環境創生 ３年生 

3 小野 友佑 環境学部 環境創生 ３年生 

4 武 嘉禄 環境学部 環境創生 ３年生 

5 劉 弋かい 環境学部 環境経営システム ２年生 

6 永安 ソフィア久美 環境学部 環境創生 ２年生 

7 児島 未来 環境学部 環境経営システム １年生 

8 松下 紗弥歌 環境学部 環境経営システム １年生 

 

令和 4 年度文部科学省・世界展開力強化事業に採択された本学とエ

ディスコーワン大学とのジョイントディグリープログラム実施に向

けてのハイブリッド講義システムの導入と整備 

 

 

１１．．導導入入のの理理由由とと目目的的  

 本学は、令和 4年度文部科学省・世界展開力強化事業に採択された。この事業計画では、

本学とエディスコーワン大学とのジョイントディグリープログラムとして国際連携専攻を

設置する。国際連携専攻では、双方の大学に学生達が一定期間留学し集い対面で講義を受け、

研究活動を行うことが予定されている。また、AOFUA（アジア・オセアニア 5大学連合）加

盟大学や世田谷 6 大学コンソーシアム加盟大学など本学との協定大学の学生もオンライン

で授業やワークショップ等に参加する。このようなハイブリッド形式の授業やゼミ等が実

現できるよう、今般、ハイブリッド講義システムを横浜キャンパス 3号館３３G教室へ導入

する。 
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コネクトモジュール

授業収録専用レコーダー

DSPミキサー

PTZカメラ
※天吊り設置

持ち込みパソコン

USB

HD-SDI
新規配線

HDMI

HDMI

音声

音声

SDI to USB
コンバータ

学内LAN

USB

AVラック内収納

東京都市大学 ハイブリッド講義システム 機器構成図

難聴者向け字幕ガイド用
音声出力

リモコン

プレビューモニター

HDMI

Cat5e
新規配線

マイクロホン＆スピーカーバー
※天吊り設置

超単焦点プロジェクター
※天吊り設置
※新規電源工事
※点検口設置

ビデオサウンドバー壁HDMI
入力

Cat6 STB
新規配線

プロジェクターへ

マイク音声

USB

ホワイトボードスクリーン
H1,200mm×W6,690mm
※教室背面壁
壁面貼り付け工事

USBハブ
電源

持ち込みパソコン
椅子 テーブル付きタイプ 20脚

AVラック

既設電動スクリーン

既設プロジェクター

超単焦点プロジェクター
※天井付け

ホワイトボードスクリーン
※壁面貼り付け

PTZカメラ
※天井付け

HDMI入力
（壁面コンセント）

マイクロホン＆スピーカーバー
※天井付け

既設電源盤

東京都市大学 ハイブリッド講義システム 33G教室 機器配置図・配線図

5C-FB
Cat5e

5C-FB
Cat5e

Cat5e

Ct6 STP

電源ケーブル

講義収録専用レコーダー
DSPミキサー

プレビューモニター

PTZカメラ
※天井付け

テーブル付きチェア 20脚

Ct6 STP

ビデオサウンドバー
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以 上 

 10 
 

 
 

以 上 

 

AVラック

既設電動スクリーン

既設プロジェクター

超単焦点プロジェクター
※天井付け

ホワイトボードスクリーン
※壁面貼り付け

PTZカメラ
※天井付け

HDMI入力
（壁面コンセント）

マイクロホン＆スピーカーバー
※天井付け

既設電源盤

東京都市大学 ハイブリッド講義システム 33G教室 機器配置図・配線図

5C-FB
Cat5e

5C-FB
Cat5e

Cat5e

Ct6 STP

電源ケーブル

講義収録専用レコーダー
DSPミキサー

プレビューモニター

PTZカメラ
※天井付け

テーブル付きチェア 20脚

Ct6 STP

ビデオサウンドバー

※後日、古川柳蔵（大学院環境情報学研究科教授）が委員に就任
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2023.2.27
国際委員会資料

世界展開力強化事業 

ジョイントディグリープログラム（JDP）設置に係る準備状況 

11．．ここれれままででにに経経緯緯とと今今後後ののススケケジジュューールル

 これまでの経緯

2022 年 8 月  

 文部科学省世界展開力強化事業採択通知 

2022 年 12 月  

文科省へ大学院環境情報学研究科東京都市大学・エディスコーワン大学国際連携環境融合科学専攻

(M) ジョイントディグリー設置に関わる事前届出書提出

2023 年 2 月  

 大学設置・学校法人審議会 大学設置分科会 運営委員会 「事前相談」結果伝達、文科省より事前届

け出書受理通知 

 今後の予定

2023 年 3 月末 

エディスコーワン大学とジョイントディグリー設置に関わる協定書成案

※3月 27 日～31 日：ECU へ訪問 （古川、リジャル、本間、田口、程田）

2023 年 4 月末 

 文科省へ東京都市大学・エディスコーワン大学国際連携環境融合科学専攻（国際連携専攻）設置届出

書の提出 

2023 年 6 月末  

 文科省より設置届受理通知(予定) 

2023 年 7 月  

エディスコーワン大学とジョイントディグリー設置に関わる協定書署名

2023.8 月    

 国際連携環境融合科学専攻入試（B,C 日程） 

2024.4 月    

 環境情報学研究科「東京都市大学・エディスコーワン大学国際連携環境融合科学専攻」博士前期課程

の開設 

22．．JJDD ププロロググララムムのの検検討討状状況況  

 検討会議体（委員会）とその検討内容

【学内】 

・国際連携環境融合科学専攻設置準備室設置(週一回、定例会議実施)

【ECU との協議体】 

2023.2.27
国際委員会資料

・エディスコーワン大学(ECU)とのジョイントディグリー設置会議(週一回、定例会議実施)

 教育課程と所属教員

2022 年 12 月における事前届出書提出時までに教育課程と所属教員がほぼ決定

 事前届出書提出後の検討事項

【学内】 

1）2023 年 4 月末に提出する設置届出書の作成

2）ECU の学内承認を得るために必要な書類の作成

・Curriculum Model

・Subject/Unit Description/ Subject/Unit  Learning Outcome

【ECU との協議体】 

1）文科省の要求、ECU の承認に必要事項の洗い出しとそれぞれの事項に対する検討

  （例えば、論文（特定課題研究）の作成と審査過程の確認） 

2）協定書

3）双方の大学の学生のタイムスケジュール（入試から修了まで）

 現在の状況

 2023 年 4 月末に提出する設置届出書（ドラフト）の完成

 ECU側の要求する

・Curriculum Model

・Subject/Unit Description/ Subject/Unit  Learning Outcome

の詰めの段階 

 協定書の詰めの段階（論文審査委員会、会議体の役割、契約を中止する手続き等）

以 上 
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け出書受理通知 

 今後の予定

2023 年 3 月末 
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【ECU との協議体】 
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教職員各位 

世界展開力強化事業推進室 

国際センター長 田口 亮 

世世界界展展開開力力強強化化事事業業キキッッククオオフフシシンンポポジジウウムム開開催催案案内内  

令和 4年度大学教育再生戦略推進費「大学の世界展開力強化事業～インド太平洋地域等との大学間交流形成支援

～」の採択を受け、本学の事業内容を学内外に周知するために、キックオフシンポジウムを開催します。皆様の

参加をお待ちしております。 

 

１．事 業 名：アジア太平洋国際キャンパスにおけるカーボンニュートラル社会の実現に貢献できる人材養成プログラム 

 

２．日  時：2023 年 3 月 16 日（木）13:30～16:45   受付は 13:00 より開始 

        

３．場  所：TCU ホール （世田谷キャンパス 7号館 1階）  ※一部オンライン配信あり、リンク下記記載 

     

４．内  容： 

 ・学長挨拶           東京都市大学学長  三木 千壽 

 ・事業概要説明         事業責任者（国際センター長） 田口 亮 

 ・事例発表（オンライン）    琉球大学工学部工学科知能情報コース教授 岡﨑 威生 様 

（休憩 14:15～14:25） 

 ・JV-Campus コンテンツ公開収録趣旨説明   事業責任者  田口 亮 

 ・講演①「持続可能な食とは」 

   東京農業大学農学部デザイン農学科教授 松田 浩敬 様 

 ・講演②「SDGs に向けた日本文化に基づくライフスタイル変革の動き」 

   東京都市大学環境学部環境経営システム学科教授 古川 柳蔵 様 

 ・講演③「日本における異文化コミュニケーションの課題と展望—外国人留学生をめぐって」  

   成城大学文芸学部英文学科准教授 水澤 祐美子 様 

 （休憩 15:30～15:40） 

 ・講演④「仏教美術の楽しみ方」 

   駒澤大学仏教学部禅学科教授・駒澤大学禅文化歴史博物館館長 村松 哲文 様 

 ・講演⑤「日本の伝統芸能 能の魅力」  

   国士舘大学 21 世紀アジア学部 21 世紀アジア学科教授 表 きよし 様 

 ・講演⑥「2050 年カーボンニュートラルに向けた企業経営と環境情報開示」 

     東京都市大学環境学部環境経営システム学科教授 伊坪 徳宏 様 

 ・閉会の辞   東京都市大学副学長 大上 浩 

 

５．本件に関する問い合わせ先 

 東京都市大学世界展開力強化事業推進事務室（国際部国際支援センター内） 

 担当：程田、宮内  E-Mail kokusaibu@tcu.ac.jp 

                           以 上 

←オンライン配信はこちら 
http://bitly.ws/Bc63 
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1111 東京都市大学
■ TOKYO CITY UNIVERSITY 

アジア太平洋国際キャンパスにおける
カーボン＝ュー トラル社会の実現に貢献できる

人材養成プログラム

1111 東京都市大学
■ TOKYO CITY UNIVERSITY 

事業概要説明

即夕
者
5

亮ロ
任
際

黄
国

業
学

事
5

田
都京東（＇

アジア太平洋国際キャンパスにおける
カーボンニュー トラル社会の実現に貢献できる

人材養成プログラム

事例発表（オンライン）

琉球大学工学部工学科
知能情報コ ー ス教授

岡崎威生様
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2023 年 1 月 25 日 

1 
 

世田谷 6 大学コンソーシアム加盟大学 各位 

東京都市大学 

世田谷 6大学コンソーシアムにおける 
JV-Campus コンテンツ制作について（ご協力のお願い） 

 

この度、東京都市大学は、令和 4 年度大学大学教育再生戦略推進費「大学の世界展開力強化事業～インド太平洋地域等と

の大学間交流掲載支援～」に以下のとおり採択されました。事業内容等は、以下のとおりです。 

 

１．東京都市大学の世界展開力強化事業の内容 

（１）事業名： 

   アジア太平洋国際キャンパスにおけるカーボンニュートラル社会の実現に貢献できる人材養成プログラム 

    Human Resource Development Program Contributing to the Realization of a Carbon Neutral Society at Asia Pacific International Campus 

 

（２）相手先大学： 

   エディスコーワン大学（豪）、デラサール大学（フィリピン）、タマサート大学（タイ）、マレーシア工科大学（マレーシア） 

 

（３）事業内容 

  （ア）本学と ECUのジョイントディグリー（JD）プログラム 

     環境情報学研究科博士前期課程に国際連携環境融合科学専攻を設置する。 

  （イ）アジア大洋州国際キャンパスの実現 

     今回活用を図るアジア・大洋州 5 大学連合の 5 大学は時差 2 時間以内の圏内に位置する。JV- Campus 等の

 オンライン国際教育プラットフォームの活用が効果的であり、従来の教育の姿を一変させる可能性を示してい

 る。JD プログラムでは TCU 学生は ECU に、ECU 学生はTCU に留学し AOFUA 学生は Non-Degree 学生（交

 換留学生など）で留学することで、多国籍の学生が一堂に会したグローバル教育を行う。 

  （ウ）国内協力大学との連携 

 世田谷 6 大学コンソーシアムにより、交換講義、研究協力及び世田谷区を含めた地域交流を行っている。ま

 た、東海大学、高知工科大学、琉球大学、室蘭工業大学、玉川大学、福井工業大学、亜細亜大学とは、大学間交

 流協定を締結しており、教育や研究面での交流を行っている。これらの大学（国内協力大学）とは、JV-Campus

 を利用して本プログラムコンテンツを共有する。さらに、日本文化を含む教養科目のコンテンツ化を図り、JV-

 Campus を介して AOFUA 加盟大学等へコンテンツを公開・提供する。 

 

 
※１）ジョイントディグリーとは・・・ 
連携する大学間で開設された単一の共同の教育プログラムを学生が修了した際に、当該連携する複数の大学が共同で単一の学位を授与す
るものです。本学は、総合理工学研究科共同原子力専攻において、早稲田大学と共同教育課程を編成していますが、その国際版というイ
メージとなります。 
 
※２）JV-Campus とは・・・ 
文部科学省は、スーパーグローバル大学創生支援事業（以下「SGU」）の取組みにおいて、日本初のオンライン国際教育プラットフォー
ム「Japan Virtual Campus（JV-Campus）」を構築し、令和 4年 3月 10 日よりパイロット事業を開始した。JV-Campus の構築を牽引する
幹事校は筑波大学である。 https://www.jv-campus.org/ 
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2023 年 1 月 25 日 

2 
 

２．世田谷 6大学コンソーシアム加盟大学様への本学からのお願い 

世界展開力強化事業の採択を機に世田谷大学コンソーシアムとしても、日本初のオンライン国際教育プラットフォーム

「Japan Virtual Campus（JV-Campus）」にコンテンツを提供したい。 

 

（１）波及効果 

 ・世界展開力事業、世田谷 6 大学コンソーシアム、JV-Campus を通じて各大学の魅力を海外に発信することができる。 

 ・各コンテンツに大学名を付記することにより、コンテンツの視聴を通じても大学名をアピールすることができる。 

 

（２）コンテンツ制作 

（ア）各大学の紹介動画のご提供について 

先ずは、世田谷 6 大学コンソーシアム加盟大学の紹介動画を JV-Campus にアップロードしたい。併せて、世田谷 6

大学コンソーシアムの Web サイトにもリンクを貼り、世田谷 6 大学コンソーシアムの存在をアピールする。英語字

幕等を追記するための編集に係る予算は東京都市大学が負担する（上限 30 万円（税込））。業者は本学指定の業者を

利用する。既に、英語版の大学紹介動画が公開されている場合は今回ご対応いただく必要はございません。URL を共

有していただけると有難いです。また、英語版の大学紹介動画の製作が不要な場合はその旨をご一報ください。 

   スケジュール 

 英語字幕の挿入等編集作業は、都市大がまとめて業者に依頼。 

 2023年 2月 7日(火) 素材（各大学の紹介動画）をご提供ください。 提出先：都市大国際部 kokusaibu@tcu.ac.jp 

 2023 年 2 月 8 日（水）以降、 編集作業（英語字幕等の挿入） 

 2023 年 3 月 10 日頃 仕上がり確認（各大学に問い合わせ） 

 2023 年 3 月 20 日頃 完成 

 2023 年 3 月末日までに、JV-Campus に公開 

 

（イ）JV-Campus 提供コンテンツの公開収録について 

・本学を会場に、2022 年度は 1 回、2023 年度以降は 2 回、シリーズものとして、コンテンツの公開収録を行う。 

・初回（第 1 回）は、本事業キックオフシンポジウム内での開催になります。 

・毎回、各大学から 1 名の講師による講演をお願いしたい。 

・講演のテーマは、留学生向けの日本語、日本文化、カーボンニュートラル、環境問題、SDGｓなどを踏まえていた

だきたい。 

・講演は 20 分～30 分間を目安とする。 

・講演を担当する講師への謝金の支払いが可能です（東京都市大学の規程に準じる）。 

 

第 1 回講演会（公開収録）をご担当いただける講師の選出 

2 月 17 日(金)17:00 までに、メールでご連絡ください。 

①先生のお名前、②先生の連絡先(メールアドレス)、③講義のテーマ（仮称でも可）をご記入ください。 

連絡先：都市大国際部 kokusaibu@tcu.ac.jp 

後日、先生に当日の段取りについてご連絡させていただきます。 

 

2023 年 1 月 25 日 

3 
 

 

スケジュール 

年 度 計 画 案 

2022 年度 

世界展開力強化事業キックオフシンポジウムの開催 

日時：2023 年 3 月 16 日（木）13:30~17:00    

場所：東京都市大学 TCU ホール  世田谷キャンパス 7 号館 1 階 

第１部：キックオフシンポジウム 

第 2 部：講演会（JV-Campus 提供コンテンツの公開収録） 

・各大学 1 コンテンツ（講師）合計 6 コンテンツを提供。 

・１講演 20 分間。公開収録を行う。 

・講師には謝礼あり（本学謝金規程に準じる） 

・講演の順番は追ってご相談。 

2023 年度 
9 月 第 2 回東京都市大学世界展開力強化事業 JV-Campus 提供コンテンツ公開収録 

3 月 第 3 回 〃 

2024 年度 
9 月 第 4 回 〃 

3 月 第 5 回 〃 

2025 年度 
9 月 第 6 回 〃 

3 月 第 7 回 〃 

2026 年度 9 月 第 8 回 〃 

 

（３）予算 

今年度、世界展開力強化事業の予算の中に、JV-Campus へのコンテンツ提供のためのコンテンツ編集予算（委託費）を計

上している（@30 万円×6 科目分＝180 万円）。次年度以降も同額を計上予定。 

 

（４）問い合わせ先 

   東京都市大学  

 世田谷 6 大学コンソーシアムに関すること 教育支援部（高橋） sckyoumu@tcu.ac.jp 

 大学紹介動画・コンテンツ公開収録に関すること 国際部（程田） kokusaibu@tcu.ac.jp 

 

 

 

以 上 
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2023 年 3月 14 日 

国際部程田作成 

高高知知工工科科大大学学ととのの打打合合せせ記記録録  

日 時： 2023 年 3 月 9日（木） 13:30～15:15 

場 所： 高知工科大学 A棟 4階会議室 

参加者： 東京都市大学（TCU） 

  ・田口亮国際センター長（事業推進責任者） 

  ・五艘隆志准教授（建築都市デザイン学部 都市工学科） 

  ・程田昌明国際部長（事業事務総括責任者） 

   高知工科大学（KUT） 

  ・八田章光 システム工学群教授 

  ・古沢 浩 環境理工学群教授 教育センター長 

  ・李 朝陽 国際交流センター長、システム工学群電子・光システム教室、ナノテクノロジー研究センター 、ＫＵＴ女性エンジニア協会 

  ・竹田 真 教務部長兼国際交流課長 

  ・服部賢範 教務部教務課長兼教職課程支援室室長 

  ・山﨑真理 教務部国際交流課主任 

内 容： 

１１．．東東京京都都市市大大学学のの世世界界展展開開力力強強化化事事業業内内容容のの説説明明  

田口国際センター長より、世界展開力強化事業における本学の事業内容について説明があった。 

（１）世界展開力強化事業の概要と採択結果 

（２）JV-Campus の概要 

（３）国際連携専攻の設置について 

（４）AOFUA 国際キャンパスの実現について 

（５）大学紹介動画の共有 

  

２２．．高高知知工工科科大大学学のの状状況況説説明明  

 ・留学生は大学院生のみで学部生はいない。 

 ・博士課程で優秀な留学生を受け入れたい。 

 ・JV-Campus は登録済みだが、コンテンツの掲出はない（0件）。 

 ・TCU とは修士課程起業マネジメントコースで協定を締結している。 

 ・KUT（大学院）では、英語で科目を開講することはボトルネックであり課題である。 

 

３３．．質質疑疑応応答答・・意意見見交交換換  

 ■JV-Campus について 

 ・コンテンツは、15コマ設けて単位を付与する必要があるのか。 

 ・コンテンツは、英語で行うのか。 

 ・コンテンツのパッケージ（シリーズもの）で単位を付与するのか。 

 ・相互に JV-Campus 内でリンクを貼り情報を共有する。 

 

 ■ジョイントディグリーについて 

 ・TCU と ECU（エディスコーワン大学）とののジョイントディグリー（JD）国際連携環境融合科学専攻は、 

2023 年 2 月 22 日 
国際部程田作成 

 
琉球大学との打合せ記録 

 
 
日 時： 2023 年 2月 21 日（火） 15:45～17:00 
 
場 所： 琉球大学工学部長室 
 
参加者： 以下のとおり 
 （東京都市大学側） 

1. 田口亮国際センター長（事業推進責任者） 
2. 白旗弘実教授（建築都市デザイン学部都市工学科） 
3. 程田昌明国際部長（事業事務総括責任者） 

 （琉球大学側） 
1. 下里哲弘教授（工学部工学科社会基盤デザインコース、副学部長、工学部附属地域創生研究センター副センター

長） 
2. 岡﨑威生教授（工学部工学科知能情報コース） 
3. 田井政行准教授（工学部工学科社会基盤デザインコース） 
4. 小渡志保子工学部事務長 
5. 髙江洲哉子総合企画戦略部国際連携推進課課長代理・国際学術係長（併）、 
6. 他事務担当者 1 名 

 
内 容： 
１．東京都市大学の世界展開力強化事業内容の説明 
田口国際センター長より、本学の世界展開力強化事業について説明した。 
・エディスコーワン大学とのジョイントディグリープログラム及び国際連携専攻の設置について 
・AOFUA 国際キャンパスの実現について 
・JV-Campus コンテンツの作成について 
 
２．本学の世界展開力強化事業に対する琉球大学への依頼事項  
田口国際センター長より、本学の世界展開力強化事業に対する琉球大学への依頼内容について説明し
た。 
・JV-Campus コンテンツの作成について 
・AOFUA 国際キャンパスへの参加について 
・キックオフシンポジウムでの事例紹介について 
 
３．琉球大学の世界展開力強化事業内容 
下里教授及び岡崎教授より、琉球大学の世界展開力強化事業内容について説明を受けた。 
・JV-Campus コンテンツの提供は、実はまだ非常に少ない。 
・COIL型授業（Collaborative Online International Learning）を中心に事業を進めてきた。 
・世界展開力強化事業の成果について 3 月１６日開催の本学のキックオフミーティングで説明予定であ
る。 
 
４．世界展開力強化事業における協力内容 
・AOFUA サマーキャンプに琉球大学の学生も参加させて欲しい。2023 年は琉球大学の教員がサマーキ
ャンプ（MJIIT が幹事校）を視察したい。 
・琉球大学では、GEP（Global Engineer Course）があるのでそれらの学生を参加させたい。 
・JV-Campus コンテンツは大学院を対象としているのか？理想は大学院対象が良いと思うが…。 
 
５．今後の双方大学の交流内容案 
・GEP では、海外インターンシップも推奨しているので、都市大の海外インターンシップとコラボした
い（相互の乗り入れ）。 
 
６．研究交流に関する打合せ 
展開力事業に係る打合せが始まる前に、白旗教授と田井准教授との間で共同研究等に関する打合せを行
った。この協議は、今後も継続して行うことを確認した。その中の橋梁点検支援ソフト開発(都市大：
河合，白旗，琉球大：田井)は 2022 年度に始まり 2023 年度も継続して行われることを確認した。 
 
 
 

 
以 上 
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  2024 年 4月開講予定である。 

 ・規模拡大の予定や計画はあるか。オンライン参加が可能か。 

 

 ■国際キャンパスについて 

 ・ノンディグリーの特別聴講学生で参加することになる。 

 ・ノンディグリーの参加なので、学部生でも参加可能（業は大学院レベル）。 

 ・国際キャンパスのハイブリッド講義システムは、KUT の新学部構想と合致している。 

 ・KUT は英語で行う授業科目が少ないので、TCU で英語授業科目をオンライン／オンデマンド受講したい。 

 ・JD 科目も受講できると有難い。 

 ・LMS を活用したい。  

 ・オンラインでの国内外協働学習も実現したい。 

  

 ■大学紹介動画 

 ・大学紹介動画に英語字幕付記の費用を支援する。 

  

 ■サマーキャンプ 

 ・KUT はさくらサイエンスでのサマーキャンプの実績がある。AOFUA サマーキャンプを日本で実施する際、 

  KUT が TCU と共催可能か（KUT の学生の対面参加も可能となる）。 

  

 ■共同大学院設置提案 

 ・KUT はデータサイエンス系新学部設置計画があるので、TCU のデザイン・データ科学部と共同大学院を 

  設置することを検討したい。TCU 側でデザイン・データ科学部に相談して欲しい。 

  

 ■単位互換・交換留学 

 ・TCU（大学院）の英語開講科目を KUT の開講科目として学生に提供できないか。 

  

 ■展開力強化事業後の計画 

 ・TCU の展開力事業終了後の計画を伺いたい。 

 ・TCU と KUT と海外の複数の大学で JD を構築できないか。 

 

４４．．今今後後のの交交流流内内容容纏纏めめ  

 （１）JV-Campus へのコンテンツ提供や公開収録参加などでの協力 

 （２）ジョイントディグリープログラムへのオンライン参加（ノンディグリー学生） 

 （３）TCU 大学院開講科目を KUT 大学院の正規開講科目にする可能性の模索 

 （４）サマーキャンプへの参加、及び、会場校として共同実施 

 （５）TCU デザイン・データ科学部と KUT との共同大学院設置の検討 

 

 

以 上 

　この度「大学の世界展開力強化事業、Human Resource Development Program Contributing to the Realization of a 
Carbon Neutral Society at Asia Pacific International Campus（アジア大洋州国際キャンパスにおけるカーボンニュート
ラル社会の実現に貢献できる人材養成プログラム）」の初年度報告書を発行することができました。三木千壽学長、田口
亮国際センター長、リジャル ホム バハドゥール大学院環境情報学研究科長、伊坪徳宏国際連携環境融合科学専攻設置
準備室・JD プログラム検討委員会委員長及び委員会構成員の皆さま、エディスコーワン大学関係者の皆さま、世田谷 6
大学コンソーシアム加盟大学の皆さま、及び、髙橋博教育支援部長を始めとする本学事務局関係各課の方々、国際部の
皆さま、全ての関係者の皆さまに心よりお礼を申し上げます。
　令和 4 年度大学教育再生戦略推進費「大学の世界展開力強化事業～インド太平洋地域等との大学間交流形成支援～」
では、対象国にオーストラリアが指定されました。本学としては、2015 年 4 月より開始した TAP（東京都市大学オー
ストラリアプログラムの略称）においてオーストラリアとの強い関係を築いてきた経験から本事業への応募を即決しま
した。
　2022 年 3 月の募集説明会後 5 月の提出期限まで短期間で計画調書を仕上げることができましたのは、上述の皆さまの
ご尽力によるものです。計画調書の提出後も、8 月のヒアリングの準備、当日のヒアリングと緊張の連続でした。9 月に
は見事採択通知を拝受しました。この数カ月で本学の国際化計画が著しく具体的になっていく様子を、身をもって体験
しました。
　本年度は、ハイブリッド講義システムの導入、国内協定大学との打ち合わせ、ジョイントディグリープログラムによ
る国際連携環境融合科学専攻設置のための打ち合わせ、パイロットプログラムによる学生の派遣と受け入れ、キックオ
フシンポジウムの開催、JV-Campus コンテンツの収録会など、年度末まで予定が立て込んでおりました。
　このプロジェクトで自分に与えられた役割は、オーストラリアのエディスコーワン大学とのジョイントディグリープ
ログラム国際連携環境融合科学専攻の設置や AOFUA 加盟大学や国内協力大学との国際キャンパスの実現、JV-Campus
コンテンツの充実など、どれも新たな事業を具現化することであり、非常にやりがいを感じております。学内外の多く
の皆さまと共に、本学が築き上げてきた関係を活かし、世界展開力強化事業にふさわしい成果を生み出したいと思います。
本事業は始まったばかりですが、次年度以降も引き続きよろしくお願いいたします。

（程田昌明　東京都市大学世界展開力強化事業推進事務室長（国際部長））
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